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簠
簋
抄
を
修
訂
す
る

渡　

辺　

守　

邦

は
じ
め
に

『
簠
簋
抄
』
は
阿
倍
晴
明
に
仮
託
さ
れ
た
暦
学
書
『
簠
簋
』
の
注

釈
書
で
あ
る
。
暦
が
日
常
生
活
は
も
ち
ろ
ん
、
農
作
業
を
も
律
し
て

い
た
と
こ
ろ
か
ら
広
く
普
及
し
た
ら
し
く
、
残
存
す
る
古
写
本
も
少

な
く
な
い
。『
簠
簋
』
の
盛
行
は
各
種
の
形
式
に
よ
る
注
解
の
出
現

を
促
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
書
物
の
形
を
採
る
古
い
例
は
少
な
く
、

『
簠
簋
袖
裡
伝
』と『
簠
簋
抄
』と
の
二
点
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

両
書
と
も
『
簠
簋
』
の
本
文
は
載
せ
ず
要
語
の
注
解
を
逐
条
的
に
羅

列
す
る
聞
書
き
の
形
式
を
採
り
、
文
体
は
漢
字
片
か
な
交
じ
り
文
、

例
話
や
諺
の
多
用
に
よ
り
達
意
を
計
ろ
う
と
す
る
等
々
、
中
世
の
各

種
注
釈
書
と
傾
向
を
同
じ
く
す
る
。『
簠
簋
袖
裡
伝
』
は
紙
質
、
筆

跡
等
か
ら
し
て
室
町
期
の
成
立
と
思
わ
れ
る
が
、
記
述
に
精
粗
が
あ

り
中
断
し
た
り
し
て
一
書
の
体
裁
を
全
う
し
な
い
。
対
す
る
『
簠
簋

抄
』
は
『
簠
簋
』
全
五
巻
を
網
羅
す
る
整
っ
た
注
釈
書
で
あ
る
が
、

古
い
伝
本
が
残
存
せ
ず
、
現
状
最
古
の
テ
キ
ス
ト
は
寛
永
四
年
の
古

活
字
版
で
あ
る
。
こ
の
本
も
次
に
引
用
す
る
よ
う
な
意
味
の
通
じ
に

く
い
、
あ
る
い
は
奇
妙
な
表
現
に
出
あ
っ
て
し
ば
し
ば
困
惑
す
る
。

我
獨
弟
女
ヲ
昨
日
助
給
事
言
語
ニ
不
足
以
千
金
禮
ヲ
述
給
ニ
是

ヲ
不
請
（
上
六
ウ
）

或
時
放
火
ヲ
見
テ
含
笑
ヲ
故
ニ
（
上
一
一
オ
）

カ
ッ
コ
内
に
底
本
の
ペ
ー
ジ
を
添
え
た
。「
上
六
ウ
」
は
寛
永
四
年

古
活
字
版
の
上
冊
第
六
丁
ウ
ラ
を
意
味
す
る
。

本
稿
は
『
簠
簋
抄
』
の
早
い
時
期
の
テ
キ
ス
ト
を
採
り
あ
げ
、
そ

の
表
記
に
現
れ
る
諸
問
題
を
検
証
し
て
本
来
の
本
文
を
復
元
し
よ
う

と
す
る
試
み
で
あ
る
。
対
象
に
す
る
伝
本
は
次
の
三
本
、
ず
れ
も
寛
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永
初
年
の
出
版
で
あ
る
。
こ
の
他
に
「
金
烏
玉
兎
集
註
」
全
四
冊
と

い
う
慶
長
年
間
の
写
本
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
詳
細
を
明
ら
か

に
し
な
い
。

Ａ
・
寛
永
四
年
松
岡
作
左
衛
門
刊
古
活
字
版
（
一
一
行
）

Ｂ
・
寛
永
無
刊
記
古
活
字
版
（
一
二
行
）

Ｃ
・
寛
永
六
年
菊
屋
勝
太
夫
刊
整
版
（
一
二
行
）

こ
れ
を
以
下
に
Ａ
本
・
Ｂ
本
・
Ｃ
本
と
略
称
す
る
。
Ａ
本
は
個
人
蔵

で
『
増
補
古
活
字
版
之
研
究
』
に
採
録
の
な
い
稀
覯
本
、
ア
カ
キ
文

庫
旧
蔵
の
と
き
撮
っ
た
と
い
う
紙
焼
き
に
依
っ
た
。
素
人
写
真
ゆ
え

実
例
の
図
示
に
堪
え
な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。
Ｂ
本
は
国
会
図
書

館
蔵
、
同
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
全
文
の
公
開
が
あ
る
。

Ｃ
本
は
Ｂ
本
を
版
下
に
返
り
点
、
送
り
仮
名
等
を
加
え
た
、
い
わ
ゆ

る
覆
刻
整
版
で
あ
る
。
別
に
寛
永
六
年
松
岡
作
左
衛
門
刊
の
古
活
字

版
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
未
見
、
残
さ
れ
た
巻
頭
・
巻
末
の
図
版
か

ら
Ａ
本
の
重
版
と
推
定
し
た
。

Ａ
本
・
Ｂ
本
・
Ｃ
本
と
も
に
五
巻
三
冊
の
仕
立
て
、
上
冊
に
〈
清

明
序
〉〈
牛
頭
天
王
序
〉・
巻
一
、
中
冊
に
巻
二
・
巻
三
、
下
冊
に
巻

四｢

造
屋
篇｣

・
巻
五｢

文
殊
曜
宿
篇｣

を
納
め
る
。
つ
ま
り
返
り

点
や
振
り
仮
名
な
ど
を
除
い
た
ハ
ダ
カ
の
本
文
に
限
れ
ば
、
Ａ
本
か

ら
Ｃ
本
へ
と
順
を
追
っ
た
重
版
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
引
用

に
当
っ
て
、
表
記
を
原
本
の
ま
ま
と
し
た
。
文
字
の
細
か
な
異
同
を

採
り
あ
げ
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
古
活
字
版
の
場
合
、
訓
点
を
欠

く
の
で
読
み
に
く
い
。
そ
れ
ゆ
え
句
点
の
み
私
に
補
っ
た
。

以
下
Ａ
本
か
ら
順
に
作
業
を
始
め
る
こ
と
と
す
る
。

寛
永
四
年
古
活
字
版
の
分
析

Ａ
本
は
古
活
字
版
で
あ
る
。
読
み
に
戸
惑
っ
た
と
し
て
引
い
た
引

用
に
戻
っ
て
、
古
活
字
版
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
生
ず
る
諸
問
題
の
検

討
か
ら
始
め
る
こ
と
と
す
る
。
問
題
に
な
っ
た
の
は
「
以
千
金
禮
ヲ

述
」
と
「
含
笑
ヲ
」
で
あ
っ
た
が
、
Ａ
本
が
版
組
み
に
当
っ
て
用
意

し
た
稿
本
が
こ
ん
な
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
日
本
語
で
あ
っ
た
は
ず
は
な

い
。
ま
と
も
に
「
以テ
二
千
金ノ

禮　
ヲ

一
述
」
と
「
含ム
レ
笑ヲ

」
と
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
こ
の
表
記
を
Ａ
本
が
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。
古
活
字
印
刷
で

は
返
り
点
や
振
り
仮
名
な
ど
大
き
さ
を
違
え
る
活
字
の
混
植
は
手
間

ひ
ま
が
か
か
る
の
で
、『
簠
簋
抄
』
風
情
に
は
許
さ
れ
な
い
贅
沢
で

あ
っ
た
。
国
会
図
書
館
の
Ｂ
本
（
こ
れ
も
古
活
字
版
）
を
ネ
ッ
ト
で

見
る
と
返
り
点
、
振
り
仮
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
す
べ
て
墨
に
よ
る

後
人
の
追
記
で
あ
る
。

次
に
Ａ
本
の
誤
植
を
採
り
あ
げ
る
。

活
字
を
使
う
印
刷
に
は
誤
植
と
い
う
厄
介
者
が
つ
き
ま
と
っ
て
離

れ
な
い
。
Ａ
本
と
て
も
例
外
で
あ
り
え
な
か
っ
た
。
ま
ず
採
り
あ
げ

て
み
た
い
の
は
ほ
ぼ
一
行
に
わ
た
る
重
複
で
あ
る
。
こ
れ
も
誤
植
の

一
種
で
あ
ろ
う
。
当
該
箇
所
を
改
行
も
そ
の
ま
ま
掲
示
し
て
み
る
。
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〔
例
１
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
西
方
烏
カ
云�

（
上
六
ウ
10
）

都
ニ
ハ
此
程
ハ
王
位
ノ
御
惱
以
ノ
外
カ
也
ト
云
東
方
カ
ラ
ス
カ
云

�

（　

〃  

11
）

都
ニ
ハ
此
程
ハ
王
位
ノ
御
惱
以
ノ
外
カ
也
ト
云
東
方
烏
ガ
云
其

�

　
　
（
上
七
オ
01
）

故
如
何
ト
問
西
方
之
烏
云
去
年
御
寢
殿
作
給
…
…

�
　
　
　
　
　
　
　
（　

〃  

02
）

行
末
に
各
行
の
位
置
を
添
え
て
み
た
。
傍
線
を
施
し
た
箇
所
ほ
ぼ
一

行
分
が
重
複
す
る
。
Ａ
本
の
場
合
、
同
様
の
重
複
が
他
に
も
二
例
を

数
え
る
。
古
活
字
版
に
あ
っ
て
、
一
行
分
の
重
複
は
そ
れ
ほ
ど
の
椿

事
で
は
な
い
。
し
か
し
、
三
冊
仕
立
て
の
本
に
三
箇
所
、
つ
ま
り
一

冊
ご
と
に
一
箇
所
と
い
う
頻
度
は
珍
し
い
。
残
り
の
二
つ
を〔
例
１
〕

に
な
ら
っ
て
挙
げ
て
み
る
。

〔
例
２
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
又
目
レ
ン
ハ�

（
中
三
二
ウ 
10
）

音
聲
勝
ル
也
モ
ク
レ
ン
説
法
ノ
音
聲
欲
界
ニ
遍
満
ス
同
ク
外
道
ノ

�

（　

〃    

11
）

目
連
ハ
音
聲
勝
ル
也
目
連
説
法
ノ
音
聲
欲
界
ニ
遍
満
ス
同

�

　
　
　
（
中
三
三
オ 

01
）

ク
外
道
竹
伏
カ
音
他
化
自
在
天
ニ
…
…�

（　

〃     

02
）

〔
例
３
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
寳
捧

（
マ
マ
）ハ
毘�

（
下
一
八
ウ
07
）

沙
門
三
形
也　
　

○
門
ヲ
開
初
吉
凶
ヲ
知
事 �

（　
　

〃　

08
）

　

○
門
開
始
吉
凶
知
事�

（　
　

〃　

09
）

室正壁　

奎二婁
…
…  �

（　
　

〃   

10
）

〔
例
３
〕
は
小
見
出
の
重
複
で
あ
る
。
行
末
の
数
値
に
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、〔
例
１
〕
が
上
巻
の
第
六
丁
か
ら
第
七
丁
へ
と
移
る
、
い

わ
ゆ
る
丁
替
り
に
伴
な
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
、〔
例
２
〕
も
中
巻
第

三
十
二
丁
か
ら
第
三
十
三
丁
へ
の
丁
替
り
に
際
し
て
の
出
来
事
で
あ

る
。重

複
は
三
例
と
も
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
の
コ
ピ
ー
移
動
で
は
な

く
、
数
え
て
み
る
と
字
数
に
出
入
り
が
あ
る
。
そ
の
差
は
〔
例
１
〕

で
一
字
、〔
例
２
〕
で
四
字
、〔
例
３
〕
で
二
字
、
漢
字
・
カ
ナ
の
当

て
違
い
に
基
づ
く
。
こ
れ
は
植
版
の
布
字
が
必
ず
し
も
原
稿
に
忠
実

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ど
う
や
ら
漢
字
・
カ
ナ
の
当
て

方
は
植
字
工
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
活
字

の
寸
法
に
大
小
の
あ
る
漢
字
・
カ
ナ
を
交
じ
え
た
字
列
を
定
め
ら
れ

た
匡
郭
の
範
囲
内
に
納
め
る
こ
と
は
難
し
い
。
Ａ
本
の
三
つ
の
事
例

は
古
活
字
版
工
房
の
知
ら
れ
ざ
る
内
実
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
た
。
な

お
こ
の
重
複
は
〔
例
２
〕
と
〔
例
３
〕
が
そ
の
ま
ま
Ｂ
本
・
Ｃ
本

に
引
き
継
が
れ
る
。

Ａ
本
に
は
ま
た
次
の
よ
う
な
、
ご
く
普
通
の
誤
植
の
少
な
く
な
い
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こ
と
を
も
言
い
添
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

１
下
臣
大
臣
押
誥

（
マ
マ
）腸

ヲ
メ
サ
ス
ル
（
上
一
一
ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
臣
下
」（
上
一
一
オ
）

２
天
王
龍
宮
界
ニ
出
御
有
事
ハ
（
上
序
九
ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
御
出
」（
上
二
九
オ
）

３
剱
ヲ
求
ハ
レ
悲
母
ノ
藥
師
ニ
不
孝
ノ
義
也
（
中
二
ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
レ
ハ
」（
中
二
オ
）

４�

天
笁
ノ
善
法
堂
ニ
テ
大
日
輪
轉
王
ノ
法
ヲ
行
而
（
上
序
一
三

オ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
轉
輪
王
」（
上
二
七
オ
）

５�

世
界
國
土
ノ
陰
陽
ノ
道
理
ヲ
明
故
ニ
彼
ノ
シ
メ
ハ
ニ
輨
轄
ト

置
（
上
序
一
オ
）

Ｂ
本
に
「
シ
メ
ハ
ニ
」。
Ｃ
本
に
「
ハ
ジ
メ
ニ
」（
上

一
六
オ
）

６�

新
キ
屋＊

ナ
ラ
サ
レ
ハ
本
屋
ニ
額
ヲ
産
屋
ト
打
ヘ
シ
（
中
一
四

ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
屋
」（
中
一
二
ウ
）

７
或
ハ
一
人
土
一
ノ
故
ニ
是
水
土
一
躰
ノ
義
云
リ
ナ（
下
四
ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
ナ
リ
」（
下
四
ウ
）

〔
６
〕
の
ア
ス
テ
は
活
字
の
転
倒
を
意
味
す
る
。
こ
の
場
合
、「
屋
」

の
天
地
を
倒
立
し
て
い
る
。

右
の
諸
例
は
Ｂ
本
も
し
く
は
Ｃ
本
の
段
階
で
発
覚
修
正
さ
れ
て
い

る
が
、
見
過
ご
さ
れ
た
例
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
の
ご
と

く
に
で
あ
る
。

１
死
ス
レ
ハ
著
犱
ヲ
離
故
ニ
（
上
序
四
ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
著
犱
」（
上
一
九
ウ
）

２
虵
ハ
念
犱
ヲ
留
ル
故
ニ
簡
也
（
中
九
ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
念
執
」（
中
八
オ
）

３
此
餓
鬼
ハ
如
躰
身
灰
炭
ノ
髪
ハ
蓬
乱
ノ
如
而
（
中
三
二
オ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
體
身
」（
中
三
○
オ
）

そ
れ
ぞ
れ
「
執
（
犱
）
著
」「
執
念
」「
身
躰
（
體
）」
の
誤
植
と
考

え
て
ほ
ぼ
過
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
「
著
犱
（
執
）」
の
「
著
」

は｢

着｣

に
通
じ
る
と
し
て
当
時
慣
用
さ
れ
て
い
る
の
で
誤
植
と
み

な
さ
な
い
。
他
に
も
単
純
な
誤
字
・
誤
植
は
枚
挙
に
暇
な
い
が
省
略

す
る
。

誤
植
に
加
え
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
異
体
字
が
花
を
添
え
る
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
と
は
種
類
や
数
の
多
い
こ
と
だ
け
を
い
う
の
で

は
な
い
。
正
字
と
異
体
字
と
が
混
用
さ
れ
、
あ
る
種
の
お
お
ら
か
さ

さ
え
漂
わ
せ
る
。
異
体
字
に
は
現
行
の
活
字（
も
し
く
は
Ｐ
Ｃ
文
字
）

を
用
い
て
表
示
す
る
の
が
困
難
な
も
の
も
少
な
く
な
く
、
そ
れ
が
ま

た
異
体
字
の
異
体
字
た
る
所
以
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
は
表
記

可
能
な
分
を
選
び
、
そ
の
一
部
を
掲
げ
て
み
る
。

１
老
人
荅
テ
云
（
上
五
ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
答
テ
」（
上
五
ウ
）。
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２
然
ル
ニ
使
ノ
妑
語
テ
云
（
上
六
オ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
姫
」（
上
六
オ
）

３
女
人
自
ノ
体
ヲ
顯
七
色
之
狐
ト
成
テ
迯
馳
ケ
リ（
上
一
二
オ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
迯
」（
上
一
一
ウ
）。

４
那
湏
野
ノ
原
ニ
テ
（
上
一
二
ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
那
須
野
」（
上
一
一
ウ
）。

５
中
天
笁
摩
訶
陁
國
ト
者
都
ノ
有
國
也
（
上
序
四
オ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
中
天
竺
摩
訶
陀
國
」（
上
一
九
オ
）

６
諸
伇
等
ヲ
持
者
ヲ
ハ
諸
人
色

ノ
事
ヲ
云
ト
モ（
中
一
一
オ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
伇
」（
中
九
ウ
）

７�

此
時
ハ
數
息
覙
ノ
定
ニ
入
テ
木
石
ノ
如
ニ
テ
居
シ
給
也
（
中

三
九
ウ
）

Ｂ
本
に
「
數
息
觀
」。
Ｃ
本
に
「
數シ
ユ

息ソ
ク

觀
」（
中
三
八
オ
）。

８
圡
用
ニ
ハ
土
カ
王
分
也
（
中
四
九
オ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
土
用
ニ
ハ
土
」（
中
四
七
オ
）

９
大
和
武
ノ
尊
天
照
太
神
ノ
勑
ヲ
蒙
リ
（
中
四
五
オ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
勑
」（
中
四
三
ウ
）

10
木
ノ
支
ヲ
加
持
ス
レ

（
マ
マ
）太
刀
長
刀
等
ト
成
也
（
上
八
ウ
）

Ｂ
本
に
「
木
ノ
枝
」。
Ｃ
本
に
「
木
ノ
枝ヱ
タ

」（
上
八
オ
）

11�

帝
尺
天
ト
者
三
界
ノ
御
主
タ
ル
帝
釈
ノ
事
也
…
…
帝
尺
ヨ
リ

諸
星
ノ
探
題
ヲ
蒙
ル
ニ
依
テ
（
上
序
五
オ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「
帝
釈
」「
帝
釈
」「
帝
釈
」（
上
十
九
ウ
）

12
懐
台
ノ
鹿
涙
ヲ
流
シ
（
中
三
九
ウ
）

Ｂ
本
に
「
懐
胎
」。
Ｃ
本
に
「
懐ク
ワ
イ

胎タ
イ

」（
中
三
八
オ
）

終
り
の
三
例
は
む
し
ろ
略
字
と
呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

特
に
手
こ
ず
っ
た
の
は
「
乞
」
で
あ
る
。
楷
書
の
活
字
で
、
ど
う

見
て
も
「
乞
」
以
外
に
紛
れ
そ
う
に
な
い
。
そ
れ
が
三
箇
所
に
出
現

す
る
。

〔
ａ
群
〕

１
倩
以
ト
者
發
句
也
。
始
ノ
義
乞
（
上
序
四
オ
）

２
但
弓
ハ
ス
ト
モ
ニ
七
尺
五
寸
乞
（
上
序
一
三
オ
）

３
北
野
へ
遷
ス
。
大
聖
威
徳
ト
成
給
時
乞
（
中
四
六
オ
）

こ
の
「
乞
」
を
Ｂ
本
が
「
歟
」
と
訂
し
、
Ｃ
本
ま
た
Ｂ
本
に
従
う
。

三
例
と
も
文
末
に
位
置
し
て
、「
歟
」な
ら
ば
落
ち
着
き
が
よ
ろ
し
い
。

た
だ
戸
惑
う
の
は
「
乞
」
と
「
歟
」
の
字
形
の
隔
た
り
で
あ
る
。
念

の
た
め
に
純
粋
の
「
乞
」
つ
ま
り
「
乞
う
」
と
し
て
字
形
・
語
義
と

も
ど
も
疑
う
余
地
の
生
じ
な
い
式
正
の
「
乞
」
を
Ａ
本
に
捜
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
は
数
が
多
く
八
例
を
見
出
し
た
。

〔
ｂ
群
〕

１
千
金
者
給
共
彼
者
不
得
。
汝
乞
取
ル
ヘ
シ
（
上
六
オ
）

２
閻
浮
ニ
皈
ラ
ン
ト
暇
ヲ
乞
折
節
（
上
六
ウ
）

３
道
満
是
ヲ
乞
取
テ
見
ル
ニ
不
開
（
上
一
四
ウ
）

４
非
人
ヲ
語
ラ
イ
乞
食
ト
成
テ
（
上
序
二
オ
）

５
天
王
一
宿
ヲ
乞
給
ヘ
共
（
上
序
七
ウ
）
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６
或
時
妙
王
菩
薩
乞
食
ニ
出
給
時
（
中
三
四
ウ
）

７
其
供
養
ヲ
致
ン
ト
テ
暇
ヲ
乞
玉
フ
（
中
又
三
六
オ
）

８
眞
女
摩
尼
珠
ヲ
乞
給
（
中
三
八
オ
）

で
あ
る
。

次
に
ａ
群
ｂ
群
と
り
ま
ぜ
て
一
一
の
「
乞
」
を
抜
き
出
し
、
字
の

形
状
を
比
較
し
て
み
た
。
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
Ａ
本
の
活
字
は

す
べ
て
手
彫
り
で
あ
る
。手
彫
り
ゆ
え
の
微
細
な
違
い
に
着
目
し
た
。

そ
の
結
果
を
示
せ
ば
、

「
乞
」
ⅰ
△–

型
…
…
〔
ａ
１
〕〔
ｂ
３
〕〔
ｂ
７
〕〔
ｂ
８
〕

「
乞
」
ⅱ
△–

型
…
…
〔
ａ
２
〕

「
乞
」
ⅲ
△–

型
…
…
〔
ａ
３
〕〔
ｂ
１
〕〔
ｂ
５
〕〔
ｂ
６
〕

「
乞
」
ⅳ
△–

型
…
…
〔
ｂ
２
〕〔
ｂ
４
〕

と
出
た
。
使
わ
れ
た
活
字
は
都
合
四
箇
、
ａ
群
と
ｂ
群
と
の
間
に
活

字
の
使
い
分
け
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
ん
な
現
象
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
、
そ
の
答
え
を
こ
ん
な
風
に
推

測
し
て
み
た
ら
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
Ａ
本
が
底
本
に
用
い
た
稿

本
は
写
本
（
あ
る
い
は
書
き
下
ろ
し
ナ
マ
原
稿
）
で
あ
る
。
そ
の
稿

本
に
日
頃
頻
用
す
る
の
で
草
書
化
が
進
み
、
本
来
の
文
字
を
思
い
出

せ
な
い
表
記
が
出
て
き
た
。
植
字
工
は
困
り
果
て
た
末
に
字
形
の
似

た
活
字
を
探
し
て
当
て
た
。「
乞
」
で
あ
る

―
と
。

こ
の
推
測
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
の
道
の
プ
ロ
が
「
乞
」
と
「
歟
」

と
を
同
字
と
認
め
る
は
ず
も
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
さ
ら
に
黒
子
の
活

躍
を
想
定
し
て
み
た
。
そ
の
カ
ラ
ク
リ
を
手
っ
取
り
早
く
伊
地
知
鉄

男
氏
『
日
本
古
文
書
学
提
要
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
の

一
二
六
六
ペ
ー
ジ
に
並
置
さ
れ
る
「
乞
」「
歟
」
の
崩
し
字
群
が
事

情
を
雄
弁
に
物
語
る
。
庇
を
借
り
た
「
乞
」
の
正
体
は
「
歟
」
そ
の

も
の
で
は
な
く
略
字
「
欤
」
の
そ
の
ま
た
略
字
、
ツ
ク
リ
の
「
欠
」

も
千
切
れ
失
せ
た
「

」
の
草
体
で
あ
り
、
手
紙
や
古
文
書
の
文
末

に
、ほ
と
ん
ど
符
号
の
つ
も
り
で
走
り
書
き
に
す
る
、平
仮
名
の「
よ
」

に
似
た
、
あ
の
疑
問
詞
で
あ
っ
た
。

続
け
て
話
題
を
少
異
字
に
移
す
。
当
て
字
や
異
体
字
と
と
も
に

Ａ
本
を
賑
や
か
し
て
い
る
も
の
に
少
異
字
が
あ
る
。
少
異
字
と
は

〈
嫩
・
懶
〉〈
岡
・
罔
〉〈
恙
・
悉
〉
な
ど
、
本
来
は
別
文
字
な
が
ら

字
形
が
類
似
す
る
ゆ
え
に
混
淆
さ
れ
る
文
字
の
組
合
せ
を
い
い
、

Ａ
本
に
あ
っ
て
少
異
字
の
賑
々
し
さ
は
異
体
字
の
そ
れ
に
劣
ら
な
い

が
、
こ
れ
も
数
を
絞
っ
て
い
く
つ
か
の
例
を
取
り
あ
げ
て
み
る
。

１�

此
廿
日
自
以
前
道
満
ト
云
者
西
國
ヨ
リ
ノ
ホ
ル
ヨ
シ
ヲ
謂
テ

待
居
也
ト
云
。
此
ヨ
シ
ヲ
道
満
聞
テ
心
┃
（
上
八
ウ
）

Ｂ
本
に
「
騒
」。
Ｃ
本
に
「
騒
サ
ハ
カ
シ
ヽ

」（
上
八
オ
）

２�

道
マ
ン
カ
云
急
焉
可
取
間
少
ノ
間
カ
シ
給
ヘ
ト
云
…
…
皆
悉

焉
取
リ
…
…
自
元
焉
取
リ
タ
ル
書
ナ
レ
ハ
…
…
書
焉
ノ
金
烏

玉
兎
ノ
書
ヲ
消
失
シ
…
…
（
上
一
四
ウ
）

Ｂ
本
・
Ｃ
本
に
「

」（
上
一
四
オ
）

〔
１
〕
は
道
満
の
来
訪
を
清
明
が
二
○
日
以
前
に
知
っ
て
待
ち
構
え
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る
と
聞
い
て
胸
騒
ぎ
を
覚
え
る
場
面
、｢

｣

と
「
騒
」
と
が
近
似

す
る
。

〔
２
〕
で
は
予
想
外
の
二
字
が
異
体
字
を
介
し
て
結
び
つ
く
。
清

明
の
留
守
を
見
計
ら
い
弟
子
の
道
満
が
師
匠
の
妻
を
た
ぶ
ら
か
し
て

秘
伝
書
『
金
烏
玉
兎
集
』
を
写
し
取
る
場
面
で
あ
る
。
Ａ
本
の
傍
線

部
は
「
写
ス
」
と
読
ま
せ
る
つ
も
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
焉
」
に
ワ

カ
ン
ム
リ
を
か
ぶ
せ
て
「
正
」
の
部
分
を
「
旧
」
に
替
え
る
と
「

」

に
な
る
が
こ
ん
な
字
は
辞
書
に
は
載
ら
な
い
。
載
ら
な
い
も
の
の

「
寫
」
の
異
体
字
「

」
に
近
似
し
て
縁
遠
く
見
え
た
二
字
を
結
び

つ
け
る
。

次
は
「
鍜
錬
」、
少
異
字
の
典
型
と
も
思
え
る
例
で
あ
る
。『
簠
簋

抄
』
に
見
ら
れ
る
三
例
、
い
ず
れ
も
一
芸
の
奥
義
に
達
す
る
の
意
味

で
使
わ
れ
る
。

１
童
子
者
天
地
ノ
至
理
鍜
錬
御
座
乎
ト
問
（
上
一
ウ
）

２
天
地
陰
陽
ノ
至
理
ヲ
鍜
錬
ノ
人
（
上
一
三
ウ
）

３
鍜
錬
ノ
御
方
社
雍
州
城
荆
山
ノ
麓
ニ
（　

〃　

）

Ｂ
本
に
「
鍜
錬
」「
鍜
錬
」「
鍜
錬
」。
Ｃ
本
に
「
鍜カ

錬レ
ン
シ

」

「
鍜カ

錬レ
ン

」「
鍜
錬
」。

伯
道
上
人
が
暦
道
修
行
の
最
中
に
出
会
っ
た
童
子
こ
そ
実
は
「
天
地

陰
陽
ノ
至
理
」
に
達
し
た
文
殊
菩
薩
で
あ
っ
た
と
す
る
場
面
に
用
い

ら
れ
、
Ｃ
本
に
「
カ
レ
ン
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
る
。「
鍜
」
の
音
を

カ
と
す
る
の
は
正
し
い
が
、
い
ま
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
発
音

で
は
な
く
「
鍜
」
の
意
味
の
方
で
あ
る
。『
大
広
益
会
玉
篇
』
に
、

鍜　

カ　

下
加
切　

錏
鍜

と
あ
り
、
兜
の
シ
コ
ロ
の
こ
と
と
す
る
。
シ
コ
ロ
で
は
「
錬
」
と
結

び
つ
か
な
い
。
結
び
つ
く
の
は
ツ
ク
リ
を
「
殳
」
と
す
る
「
鍛
」
字

で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
字
は
『
字
彙
』
に
、

鍜カ･

鍛タ
ン　

　

鍜ハ

音
遐
、
錏
鍜
。
鍛ハ

端
去
声
、
鍛
錬
。

と
あ
っ
て
、
中
国
人
も
戸
惑
う
ソ
ッ
ク
リ
さ
ん
だ
っ
た
ら
し
い
。

Ｃ
本
が
「
鍜カ

錬レ
ン

」
と
ヨ
ミ
を
正
し
た
こ
と
は
誉
め
る
に
値
す
る
が
、

ツ
ク
リ
の
違
い
に
特
段
の
配
慮
の
な
か
っ
た
点
が
惜
し
ま
れ
る
。

「
鍜
錬
・
鍛
錬
」
に
関
し
て
は
も
う
少
し
続
き
が
あ
る
。
実
は
古

い
節
用
集
の
類
に
、

鍜
錬　

タ
ン
レ
ン
（
黒
本
本
・
伊
京
集
・
天
正
本
）

鍛
煉　

タ
ン
レ
ン
（
運
歩
色
葉
）

鍛
錬　

タ
ン
レ
ン
（
易
林
本
）

な
ど
と
混
用
し
、こ
の
種
の
使
い
分
け
に
厳
し
い
『
下
学
集
』
も
「
鍜

錬　

タ
ン
レ
ン
」
と
し
て
誤
用
を
黙
認
す
る
。「
鍜
錬
」
は
、
も
は

や
声
高
に
注
意
し
て
も
手
遅
れ
な
ほ
ど
蔓
延
し
て
し
ま
っ
た
表
記
ら

し
い
。
他
に
も
『
簠
簋
抄
』
に
使
用
例
が
見
ら
れ
る
「
折

（
折
檻
）　

セ
ツ
カ
ン
」、「
商
買
（
商
賣
）　

シ
ヤ
ウ
バ
イ
」
な
ど
も
共
用
が
容

認
さ
れ
て
い
る
。
少
異
字
と
は
単
に
字
形
の
似
る
も
の
を
指
す
の
で

は
な
く
、
共
感
を
伴
っ
て
世
人
に
容
認
さ
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
異

体
字
の
助
け
を
借
り
て
関
連
の
納
得
で
き
る
な
ど
の
条
件
を
ク
リ
ア
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す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
〔
２
〕
の｢

焉
・

」
が
ぎ
り
ぎ

り
の
と
こ
ろ
、〔
１
〕
の
「

・
騒
」
は
範
囲
か
ら
外
れ
、
む
し
ろ

誤
植
と
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
、
Ａ
本
に
誤
字
・
誤
植
と
と
も
に
数
多
く
の
、
そ
し
て
多

様
な
異
体
字
・
少
異
字
の
現
れ
る
こ
と
指
摘
し
て
、
考
察
を
Ｂ
本
に

進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

寛
永
無
刊
記
古
活
字
版
の
分
析

Ｂ
本
も
古
活
字
版
で
あ
る
が
Ａ
本
の
各
半
丁
一
一
行
詰
を
一
二
行

詰
に
組
み
替
え
る
。
こ
の
本
に
は
Ａ
本
の
本
文
を
尊
重
し
つ
つ
、
異

体
字
や
少
異
字
を
多
用
し
て
奔
放
に
走
り
が
ち
な
表
記
を
整
理
し
、

規
範
の
内
に
収
め
よ
う
と
す
る
意
志
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

意
味
で
古
活
字
版
の
Ａ
本
と
整
版
の
Ｃ
本
と
の
間
の
橋
渡
し
的
存
在

で
あ
っ
た
。
次
の
例
の
如
き
も
そ
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。

庚
辛
等
ト
者
…
…
此
日
ノ
王
分
金
ナ
レ
ハ
金
ノ
コａ
ワ
キ
如
ク

…
…
彼
姓
分
剛ｂ
ク
ナ
ツ
テ
不
隨
也
…
…
姓
分
剛ｃ
ク
ナ
ツ
テ
…
…

此
酒
ヲ
呑
ハ
人
ノ
気
モ
剛ｄ
ナ
ル
故
ニ
簡
也
…
…
金
ノ
剛ｅ
キ
姓
分

入
ニ
依
…
…
姓
分
剛ｆ
ク
成
テ
…
…
互
ニ
其
意
コｇ
ワ
ク
成
レ
バ

…
…
金
ノ
剛ｈ
キ
姓
分
テ
一
心
吉
文
（
中
四
ウ
）

巻
二｢

十
干
之
事｣

の
う
ち
、
庚
辛
に
つ
い
て
の
記
事
で
あ
る
。

干
支
の
十
干
と
は
青
帝
青
竜
王
の
王
子
一
〇
人
の
名
前
で
あ
り
、

第
七
王
子
の
庚
と
第
八
王
子
の
辛
と
は
五
行
の
金
性
に
当
る
と
こ
ろ

か
ら
剛
直
、
剛
毅
の
意
味
の
「
硬
い
」
と
い
う
印
象
を
免
れ
な
い
。

そ
の
「
硬
さ
」
の
表
現
を
抽
出
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
右
の
よ
う
に
コ

マ
切
れ
の
引
用
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
を
Ｂ
本
・
Ｃ
本
と

照
合
し
て
み
た
。

	
 

ａ	

ｂ	

ｃ	

ｄ	

ｅ	

ｆ	

ｇ	

ｈ

Ａ
本		

コ
ワ
キ	

對	

對	

剛	

對
キ	

對
ク	

コ
ワ
ク	

剛
キ

Ｂ
本	

コ
ワ
キ	

剛
ク	

剛
ク	

剛	

剛
キ	

剛
ク	

コ
ワ
ク	

剛
キ

Ｃ
本	

コ
ワ
キ	

剛コ
ワ

ク	

剛コ
ワ

ク	

剛コ
ワ
ク	

剛
キ	

剛
ク	

コ
ワ
ク	

剛
キ

Ｃ
本
は
Ｂ
本
の
覆
刻
加
訓
本
ゆ
え
両
者
の
一
致
は
当
然
の
こ
と
で

あ
っ
て
、問
題
は
Ａ
本
と
の
一
致
・
不
一
致
で
あ
る
。
対
照
表
に「
對
」

「
對
キ
」「
對
ク
」
と
い
う
場
違
い
な
用
字
が
浮
び
あ
が
っ
た
。
こ
の

字
の
正
体
は
「
剛
」
の
異
体
字
「

」
を
見
誤
っ
た
も
の
、
Ｂ
本
の

文
選
工
の
炯
眼
に
よ
っ
て
是
正
さ
れ
た
が
、
も
し
、
こ
の
ま
ま
少
異

字
と
し
て
容
認
す
る
選
択
を
採
っ
た
な
ら
「
對
」
と
「
剛
」
と
で
は

部
首
が
違
う
の
で
、
文
選
工
は
活
字
箪
笥
の
前
を
い
た
ず
ら
に
右
往

左
往
さ
せ
ら
れ
た
。
異
体
字
や
少
異
字
を
排
し
て
用
字
の
簡
素
化
を

計
る
意
図
に
よ
っ
て
、
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

実
際
に
文
選
工
が
右
往
左
往
さ
せ
ら
れ
た
例
を
採
り
あ
げ
て
み

る
。

室 
奎 
鬼 

軫 

角 

女　

…
…
土
姓
ノ
人
ハ
木
刻ａ
土
ト
刻ｂ
ス
ル
故

ニ
悪
也
。
金
姓
ノ
人
ハ
金
刻ｃ
木
ト
刻ｄ　
ス
ル
故
ニ
悪
也
。
…
…
婁 
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参 

柳 

亢 

氐 

心 

尾　

…
…
金
姓
ノ
人
ハ
火
刻ｅ
金
ナ
ル
故
ニ
悪

也
。
水
姓
ノ
人
ハ
水
刻ｆ
火
成
故
ニ
大
ニ
悪
ナ
リ
。
壁 

畢 

斗 

虚 
危　

各
土
姓
也
。木
姓
ノ
人
ハ
木
刻ｇ
土
ト
剋ｈ
ス
ル
故
ア
シ
キ
也
。

…
…
水
姓
ノ
人
ハ
土
剋ｉ
水
ノ
故
ニ
ア
シ
キ
也
。
…
…
胃 

星 

張 

箕　

各 
金
姓
也
。
木
姓
人
ハ
金
剋ｊ
木
成
故
ニ
悪
也
。
火
姓
ノ

人
ハ
火
剋ｋ
金
成
故
悪
也
。
…
…
昴 

觜 

井 

翼 

房　

…
…
火
シ

ヤ
ウ
ノ
人
ハ
水
剋ｌ
火
成
故
ニ
大
ニ
ア
シ
キ
ナ
リ
。
土
シ
ヤ
ウ
ノ

人
ハ
土
剋ｍ
水
成
故
悪
也
（
下
九
オ
）。

今
度
の
例
も
コ
マ
切
れ
に
な
っ
た
。

巻
五
の
二「〔
二
十
八
宿
姓
事
〕」か
ら
相
生
相
剋
の「
剋（
尅
・
刻
）」

の
用
例
を
抜
き
出
し
て
み
た
。
該
当
箇
所
は
一
三
、
こ
れ
を
Ａ
本

と
対
比
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

	

ａ	

ｂ	

ｃ	

ｄ	

ｅ	

ｆ	

ｇ	

ｈ	
ｉ	
ｊ	
ｋ	

ｌ	

ｍ

Ｂ
本	

刻	

刻	

刻	

刻	

刻	

刻	

刻	

剋	

剋	
剋	
剋	
剋	

剋

Ａ
本	

刻	

尅	

剋	

刻	

尅	

刻	

刻	

コ
ク	

刻	

刻	
刻	
刻	
尅

Ａ
本
に
「
コ
ク
」
を
ふ
く
め
て
四
種
、対
す
る
Ｂ
本
に
は
二
種
、「
對
・

剛
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
も
簡
素
化
の
意
図
を
汲
む
こ
と
で

き
る
。
た
だ
し
そ
れ
だ
け
言
っ
て
済
ま
せ
た
の
で
は
不
十
分
で
あ
ろ

う
。
相
生
・
相
剋
は
暦
の
用
語
で
あ
る
。
Ｂ
本
に
は
用
語
の
混
乱
を

整
理
し
よ
う
と
す
る
暦
占
書
と
し
て
の
自
覚
が
芽
吹
い
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
点
も
確
認
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

次
の
例
で
は
Ａ
本
に
お
い
て
行
文
の
理
解
を
邪
魔
す
る
こ
と
の
著

し
か
っ
た
「
干
・
于
」「
己
・
己
」
の
混
乱
を
検
証
し
て
み
る
。

九ａ
甲巳
火　

八
庚乙
土　

七
丙辛
金　

六
壬丁
水　

五
癸戊
木

九
ト
者
甲
九
巳ｂ
九
成
故
ニ
九
ト
云
。
火
ト
者
甲
ノ
年
歟
巳ｃ
ノ
年

ナ
ラ
ハ
正
月
ノ
于ｄ
ハ
丙
成
故
ニ
火
ト
云
也
。
…
…
二
月
ハ
丁
卯

ノ
月
也
。
…
…
三
月
ハ
戊
辰
ノ
月
也
。
…
…
四
月
ハ
巳ｅ 

巳ｆ
ノ

月
也
。
…
…
乙
ノ
月
カ
ナ
ラ
ハ
正
月
ノ
干ｇ
ハ
戊
也
。
…
…
二
月

巳ｈ
ノ
月
ナ
リ
。
…
…
如
此
正
月
ヨ
リ
戊
巳ｉ
庚
辛
等
ト
月
毎
ニ
配

シ
テ
…
…
依
テ
年
ノ
于ｊ
ヲ
以
テ
月
ノ
于ｋ
ヲ
知
也
。
又
日
ノ
于ｌ
ヲ

以
テ
時
ノ
于ｍ
ヲ
知
ナ
リ
。
甲
ノ
日
カ
巳ｎ
ノ
日
ナ
ラ
ハ
虎
ノ
時
ノ

于ｏ
ハ
丙
也
。
卯
ノ
時
ノ
于ｐ
ハ
丁
ニ
シ
姓
ハ
火
也
。
…
…
巳ｑ
ノ
時

モ
同
姓
ナ
リ
ト
可
知
ナ
リ
（
中
四
十
六
ウ
）

	

ａ	

ｂ	

ｃ	

ｄ	

ｅ	

ｆ	

ｇ	

ｈ	

ｉ	

ｊ	

ｋ	

ｌ	

ｍ	

ｎ	

ｏ	

ｐ	

ｑ

Ｂ
本	

巳	

巳	

巳	

于	

巳	

巳	

干	

巳	

巳	

于	

于	

于	

于	

巳	

于	

于	

巳

Ａ
本	

巳	

己	

己	

于	

巳	

巳	

干	

巳	

巳	

干	

于	

干	

于	

巳	

于	

于	

巳

暦
注	

己	

己	

己	

干	

己	

巳	

干	

己	

己	

干	

干	

干	

干	

巳	

干	

干	

巳

〈
剋
・
尅
・
刻
〉
の
例
に
準
じ
て
表
に
ま
と
め
て
み
た
。
新
た
に
〈
暦

注
〉
の
一
行
を
加
え
た
が
、
こ
れ
は
現
今
の
暦
に
使
わ
れ
る
表
記
で

あ
る
。
一
見
し
た
限
り
で
は
Ｂ
本
に
簡
素
化
の
努
力
の
跡
を
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
が
、〈
暦
注
〉
を
基
準
点
に
距
離
を
計
っ

て
み
る
と
き
、
意
外
に
も
Ａ
本
の
方
が
近
時
の
用
法
に
近
い
。
つ
ま

り
暦
占
書
と
し
て
の
Ｂ
本
は
時
間
に
逆
行
す
る
方
向
を
志
向
し
て
い
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た
こ
と
に
な
る
。
基
準
に
し
た
〈
暦
注
〉
と
は
現
今
の
そ
れ
で
あ
り
、

室
町
期
に
は
室
町
期
の
正
解
が
あ
っ
た
は
ず
、
Ｂ
本
は
そ
れ
な
り
の

基
準
に
則
し
た
の
だ
と
の
反
論
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し

「
四
月
ハ
巳ｅ 
巳ｆ
ノ
月
也
」
の
よ
う
に
同
字
の
干
と
支
が
併
存
す
る
事

態
は
、
た
と
え
室
町
期
で
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
よ
う
は
ず
が
な
い
。

つ
ま
り
Ｂ
本
は
暦
や
占
い
関
す
る
表
現
に
格
別
の
こ
だ
わ
り
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

寛
永
六
年
整
版
の
分
析

次
は
Ｃ
本
の
番
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
Ｃ
本
は
整
版
で
あ

る
。
古
活
字
印
刷
で
は
表
出
し
き
れ
な
か
っ
た
た
表
現
の
綾
を
、

振
り
仮
名
、
濁
点
、
返
り
点
を
駆
使
し
て
Ｂ
本
か
ら
引
出
し
、
読

者
に
提
供
し
た
。
例
え
ば
、
Ｂ
本
の
「
磊
駒
ノ
轡
ヲ
」
を
「
磊
ガ
ラ
メ
カ
ス二　

駒コ
マ

ノ 

轡
ク
ツ
ハ
ヲ一
」（
上
二
二
ウ
）
と
読
み
解
き
、「
馬
ヲ
兎
狢
ノ
徑
ニ
驫

ス
」
を
「
馬
ヲ
兎ト

狢カ
ク

ノ
徑ミ
チ

ニ
驫
イ
ナ
ヽ
カ

ス
」（
上
二
三
オ
）
と
読
ん
で
、

荒
野
に
行
き
暮
れ
た
牛
頭
天
王
が
一
泊
を
蘇
民
将
来
に
許
さ
れ
、
今

宵
の
宿
を
目
指
し
部
類
眷
属
が
競
っ
て
車
馬
を
馳
せ
る
喧
躁
を
活
写

す
る
。
ま
た
次
の
例
は
、
遣
唐
使
の
吉
備
大
臣
を
亡
き
者
に
せ
ん
と

し
て
武
帝
の
繰
り
出
す
難
題
の
一
つ
、宝
誌
和
尚
新
作
の
「
野
馬
台
」

の
考
試
で
あ
る
。

Ｂ
本　

�

武
帝
ノ
仰
ニ
大
國
儒
者
寶
誌
和
尚
新
作
文
篇
與
之
ヘ
ト

仰
也
（
上
三
ウ
）

Ｃ
本　

�

武
帝
ノ
仰セ

ニ
大
國ノ

儒ジ
ユ

者
寶ホ
ウ

誌ジ

和ク
ワ

尚シ
ヤ
ウ

新タ
ニ

 

作
二
文
篇ヲ
一
。
與

レ
之レ
ニ

 

ヘ
ト
仰セ

也
（
上
三
ウ
）

こ
の
例
も
、
な
に
げ
な
い
施
点
な
が
ら
Ｂ
本
の
真
意
を
的
確
に
導
き

だ
し
て
い
る
。
武
帝
の
仰
せ
と
は
、難
読
の
書｢

野
馬
台｣

を
「
之
」

す
な
わ
ち
吉
備
大
臣
に
与
え
、
読
め
な
か
っ
た
ら
処
刑
せ
よ
と
の
命

令
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
次
の
引
用
の
傍
線
部
の
訂
正
を
見
過
ご
す
こ
と
も
で
き
な

い
。

於テ
二
大
唐
一
モ
漢
ノ
光ク
ワ
ウ 

武ブ

ノ
御
世
ニ
嚴ケ
ン

子シ

陵リ
ョ
ウト
齊セ
イ

ノ
文フ
ン

叔シ
ク

ト
古
イ
ニ
シ
ヘ

同
學
ノ
時
知
音
兄
弟
ノ
ゴ
ト
シ
（
上
一
七
ウ
）

後
漢
の
光
武
皇
帝
が
旧
友
を
ひ
そ
か
に
内
裏
に
招
き
入
れ
た
夜
、
五

方
の
博
士
が
天
文
の
異
変
を
密
奏
し
た
と
い
う
も
の
、『
後
漢
書
』

逸
民
伝
に
載
る
厳
子
陵
の
逸
話
で
あ
る
。
傍
線
部
を
Ａ
本
・
Ｂ
本
と

も
に
「
原
子
陵
」
と
誤
っ
て
い
た
。
も
っ
て
Ｃ
本
関
係
者
の
見
識
の

程
が
推
察
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
誉
め
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。

１
此ノ

日
死シ

出テ

三
途ヅ

ノ
間
ニ
有
二
鐵
樹
下
ニ
至
リ
大
歳
會
勒ロ
ク
ス

。
是
ヲ

云
二
凶
會
日
一
ト
（
中
二
○
オ
）

２
此ノ

神
ハ
至
テ
惡
魔
神
也
。
為
二
三
界ノ

衆
生ノ
一
成
二
四
百
四
病
一
切

衆
生
一
ヲ
煩
惱
神
也
（
中
四
九
ウ
）

こ
の
両
例
、と
も
に
傍
線
部
の
施
点
に
不
審
が
残
る
。〔
１
〕
は
「（
死
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出
ノ
山
ト
三
途
ノ
河
ト
ノ
間
）
ニ
有
（
ル
）
鉄
樹
（
ノ
）
下
ニ
至
リ
」

と
、〔
２
〕
も
「（
此
ノ
神
ス
ナ
ワ
チ
毒
祖
神
ハ
）
成
二
四
百
四
病
一
（
シ

テ
）一
切
衆
生
ヲ
煩
惱（
ス
ル
）神
」と
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。「
大

歳
會
勒ロ

ク
ス」

も
疑
問
。『
簠
簋
』
に
こ
の
部
分
は
「
大
歳
神
部
類
眷
属

等
各
集
會
給
勤
二
大
歳
會
一
」
と
あ
る
。

古
活
字
版
に
訓
点
が
付
い
た
、
こ
れ
が
Ｃ
本
つ
ま
り
寛
永
六
年
の

整
版
本
で
あ
る
。
と
く
に
振
り
仮
名
が
読
む
者
の
歓
迎
を
受
け
た
こ

と
は　

こ
こ
に
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
し
か
し
立
場
を
変

え
て
考
え
る
と
、振
り
仮
名
を
振
る
と
は
解
釈
を
施
す
こ
と
で
あ
り
、

し
ば
し
ば
学
者
の
領
域
に
ま
で
立
ち
入
る
。
ル
ビ
の
適
否
が
問
わ
れ

る
だ
け
で
は
な
い
。
時
と
し
て
、
振
ら
な
か
っ
た
行
為
も
論
議
の
対

象
と
な
る
。
振
る
必
要
な
し
と
判
断
し
た
の
か
、
振
れ
な
か
っ
た
の

か

―
と
。そ
ん
な
観
点
か
ら
も
Ｃ
本
の
施
訓
を
点
検
し
て
み
た
い
。

…
…
何
モ
次キ

次
ヘ
移ウ
ツ

ル
ハ
六
十
四
日
配
ニ
テ
未
（
マ
マ
）ヘ

ノ
酉
ニ
至
テ

酉
ヨ
リ
亥
ノ
別
行
ヱ
移
ル
ハ
六
十
三
日
其ノ

亥
ヨ
リ
終
ノ
巳
ニ
至

ル
マ
デ
ハ
六
十
四
日
配
テ
次
次
ニ
ウ
ツ
ル
也
。
終ヲ

ワ
リ

ノ
巳
ヨ
リ

始
ノ
未
ヘ
ウ
ツ
ル
ハ
六
十
三
日
也
。
何
モ
一
行
ハ
六
十
四
日
配

別
行
ヘ
ウ
ツ
ル
ハ
六
十
三
日
ト
念
ヲ
入
ヨ
云

云
。（
中
一
五
オ
）

巻
二
「
滅メ

ツ

日
之
事
」
の
一
節
で
あ
る
。「
配
」
が
三
箇
所
に
あ
り
、

い
ず
れ
も
振
り
仮
名
を
欠
く
。滅
日
と
は
五
帝
竜
王
不
在
の
凶
日
で
、

六
四
日
毎
に
廻
っ
て
く
る
。
そ
し
て
六
四
日
の
サ
イ
ク
ル
を
一
〇
回

繰
り
返
し
た
の
ち
、
六
三
日
で
次
の
滅
日
に
移
り
、
ま
た
六
四
日
の

サ
イ
ク
ル
に
も
ど
る
…
…
説
明
が
錯
綜
す
る
が
、
ど
う
や
ら
そ
ん
な

意
味
ら
し
い
。
そ
う
す
る
と
文
中
の
三
つ
の
「
配
」
は
配
達
、
配
給

な
ど
の
〈
配
り
・
配
る
〉
と
は
違
う
意
味
を
担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。こ

の
種
の
「
配
ハ

イ　

く
ば
る
」
に
あ
ら
ざ
る
「
配
」
は
意
外
な
こ
と
に
『
簠

簋
抄
』
の
こ
こ
か
し
こ
に
潜
伏
し
、「
滅メ

ツ

日
之
事
」
の
三
例
を
加
え

て
一
三
例
に
及
ぶ
。
こ
こ
に
念
の
た
め
申
し
添
え
れ
ば
、
Ａ
本
～

Ｃ
本
と
も
一
三
例
す
べ
て
を
紛
う
こ
と
な
く
楷
書
で
「
配
」
と
す
る
。

１
大
將
軍
ハ
一
方
ニ
三
年
配
居
住
シ
玉
フ
故ニ

（
中
巻
二
一
オ
）

２
何
モ
六
日
配　

ス
ル 

也
（
中
巻
二
二
オ
）

３
毎
日
須
弥
山
三ツ

程ホ
ト

配ハ
イ 

焼
シ
ヤ
ウ
シ

 

給
故
（
中
巻
三
三
ウ
）

４
一
年ニ

一
度
千
疋ヒ
キ

配ハ
イ

鹿ロ
ク

ヲ
猟カ
リ

テ
（
中
巻
三
八
オ
）

５
釰ツ

ル
キ
ニ
テ
草
ヲ
一
ナ
キ
ニ
十
里
配–

據シ

給
ニ
依
焼
不
レ
来
（
中

巻
四
三
ウ
）

６
以
下
モ
木
木
土
土
ト
二ツ

配シ
テ

 

可
レ
云
（
中
巻
四
七
ウ
）

７
○
大
最
後
日
之
事　

一
日
一
夜
配
（
中
巻
四
九
ウ
）

８
長
安
城
ノ
内
ニ
日
ニ
一
萬
人
配
人
死
ス
ル
事 

限カ
キ
リ 

無
シ
（
下

巻
一
一
ウ
）

９
長
安
城
ノ
内
ニ
テ
一
日
ニ
一
萬
人
配
人
死
ス
ル
時
ノ
王
ハ

（
下
巻
一
二
オ
）

10
角
ヲ
一
尺
二
寸
配–

中
へ
寄
テ
置
ハ
（
下
巻
一
七
オ
）

Ｃ
本
に
〔
２
〕「
配　
ス
ル 

」、〔
３
〕「
配ハ
イ 

焼シ
ヤ
ウ 

」
と
ル
ビ
が
あ
り
、〔
５
〕「
配
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–
拠シ

」、〔
10
〕「
配–

中
」
と
タ
テ
点
を
打
っ
て
音
読
を
指
示
す
る
が
、

い
ず
れ
も
し
っ
く
り
し
な
い
。
失
考
で
あ
ろ
う
。
で
は
何
と
読
む
の

か
。ま

ず
全
一
○
例
が
引
用
文
中
に
必
ず
数
値
を
混
じ
え
て
「〈
数
値
〉

+

配
」
と
い
う
構
文
を
採
る
こ
と
の
確
認
を
し
て
お
き
た
い
。〔
３
〕

を
例
に
と
る
と
、
毘
沙
門
天
は
善
行
を
愛
で
て
褒
賞
を
遣
わ
す
の
だ

が
、
世
上
に
善
人
が
少
な
く
宝
が
余
り
、
日
ご
と
「〈
須
弥
山
三
杯
〉

配
焼
給
」
う
の
が
実
情
で
あ
る
と
か
、〔
４
〕
の
鹿
野
園
で
は
「
年

に
〈
千
疋
〉
配
鹿
ヲ
獵
テ
」
国
王
の
食
い
分
に
充
て
る
、
の
ご
と
く

に
で
あ
る
。
さ
ら
に
気
づ
く
こ
と
が
あ
る
。〔
１
〕「
一
方
ニ
三
年
配

*
居
住
シ
玉
フ
」、〔
９
〕「
一
日
ニ
一
萬
人
配
*
人
死
ス
ル
」、〔
10
〕「
角

ヲ
一
尺
二
寸
配
*
中
へ
寄
テ
」
と｢

配｣

の
直
後
に
「
*
」
を
挿
入
し
、

こ
こ
で
一
拍
休
む
と
、
一
〇
例
す
べ
て
が
滑
舌
な
め
ら
か
に
後
文
へ

と
続
く
。
こ
れ
で
化
け
物
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。｢
配｣

は

先
の
三
例
を
含
め
一
三
例
す
べ
て
同
じ
字
の
誤
植
、
Ｂ
本
の
チ
ェ
ッ

ク
は
す
り
抜
け
た
も
の
の
Ｃ
本 

に
至
っ
て
ル
ビ
に
窮
し
た
。
何
と

い
う
字
を
読
み
誤
っ
て
「
配
」
と
し
た
の
か
、
そ
の
答
え
は
「
宛｣
。

二
つ
の
文
字
は
草
書
体
の
段
階
で
近
似
す
る
。

こ
の
推
測
を
例
文
〔
７
〕
が
支
持
す
る
。〔
７
〕
の
「
大
最
後
日

之
事　

一
日
一
夜
配
」
と
は
巻
三
21
段
の
小
見
出
で
あ
り
、『
簠
簋
』

に
「
大
最
後
日 

廿
一　

一
日
一
夜
宛ヅ
ヽ

」
と
す
る
。
次
の
22
段｢

小
空

亡
日｣

が
一
日
を
昼
夜
に
分
け
て
半
日
を
単
位
と
す
る
忌
日
で
あ
る

の
に
対
し
て
「
大
最
後
日
」
は
昼
夜
を
通
し
た
忌
日
で
あ
る
こ
と
を

い
う
。
角
柱
は
敷
地
の
境
界
か
ら
最
短
一
尺
二
寸
ず
つ
中
央
に
ず
ら

し
て
建
て
る
も
の
、
鹿
野
園
の
鹿
は
一
年
に
千
疋
ず
つ
が
淘
汰
さ
れ

た
。

お
わ
り
に

一
六
世
紀
末
に
登
場
し
た
活
字
印
刷
は
写
本
か
ら
古
活
字
版
へ
と

伝
達
媒
体
の
変
革
を
も
た
ら
し
た
後
、
整
版
と
の
競
業
に
破
れ
て
姿

を
隠
す
。『
簠
簋
抄
』
も
時
潮
に
乗
ろ
う
と
活
字
化
に
挑
戦
し
て
み

た
も
の
の
、
漢
字
・
片
仮
名
交
じ
り
と
い
う
文
体
が
適
合
し
な
か
っ

た
も
の
か
、
路
線
を
早
々
に
整
版
に
切
り
替
え
た
。
そ
の
間
の
経
緯

が
順
を
追
っ
て
Ａ
本
か
ら
Ｂ
本
へ
・
Ｂ
本
か
ら
Ｃ
本
へ
と
そ
れ
ぞ
れ

を
比
べ
合
わ
せ
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
見
え
て
き
た
。
Ａ
本
の
紙
面

か
ら
は
、
返
り
点
・
送
り
仮
名
な
ど
の
訓
点
が
活
字
印
刷
を
妨
げ
る

邪
魔
物
と
し
て
、
靴
に
足
を
合
わ
せ
よ
と
ば
か
り
に
切
り
捨
て
ら
れ

た
こ
と
、
Ｃ
本
の
紙
面
か
ら
は
、
一
た
び
捨
て
た
訓
点
の
再
現
が
こ

と
の
ほ
か
の
難
事
で
、
悪
戦
苦
闘
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
推
察

さ
れ
る
。
古
活
字
版
か
ら
整
版
へ
道
程
は
パ
ソ
コ
ン
の
〈
圧
縮
・
解

凍
〉
に
似
る
も
も
の
、
実
体
は
『
簠
簋
抄
』
に
と
っ
て
ダ
ブ
ル
パ
ン

チ
の
痛
手
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

Ａ
本
の
紙
面
に
は
、
も
う
一
つ
望
外
の
発
見
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら



― 56 ―

く
稿
本
の
反
照
と
思
わ
れ
る
が
手
聞
き
に
特
有
な
崩
し
の
痕
跡
が
随

所
に
姿
を
現
す
こ
と
で
あ
る
。
極
端
な
ま
で
に
草
書
化
、
簡
略
化
さ

れ
た
異
体
字
は
日
常
の
生
活
で
頻
用
さ
れ
た
が
ゆ
え
の
変
形
で
あ
ろ

う
が
、
独
特
の
書
風
で
文
選
工
を
煩
わ
せ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
種
の
傷
痕
は
古
活
字
版
と
の
関
わ
り
を
早
々
に
切
り
上
げ
た

こ
と
が
幸
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
風
化
す
る
こ
と
少
な
く
紙
面
に

残
り
、
本
稿
に
採
り
あ
げ
た
よ
う
な
事
例
の
垣
間
見
を
許
し
た
。
詮

索
を
さ
ら
に
進
め
、
類
例
を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
誤
植
・
誤
読

の
カ
ラ
ク
リ
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
古
活
字
印
刷
に
接

触
す
る
以
前
の
本
文
を
再
現
す
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
夢
で
は
な
さ
そ

う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
冒
頭
に
標
榜
し
た
、『
簠
簋
抄
』
本
来
の
本

文
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
試
み
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
本
稿
に
参
照
し
た
二
つ
の
文
献
に
つ
い
て
簡
略
に
補
記

す
る
。

『
大
広
益
会
玉
篇
』　
『
玉
篇
』
の
一
本
。
宋
の
陳
彭
年
ほ
か
編
。

日
本
に
渡
っ
て
五
山
版
、
慶
長
九
年
跋
版
以
降
、
重
版
あ
る
い
は
改

編
の
形
を
と
っ
て
幕
末
明
治
期
に
ま
で
至
る
。
本
稿
で
は
寛
永
八
年

版
に
片
仮
名
で
加
え
ら
れ
た
ヨ
ミ
を
室
町
・
近
世
初
期
の
音
訓
と
考

え
利
用
し
た
。
和
刻
本
辞
書
字
典
集
成
第
二
巻
（
一
九
八
六　

汲
古

書
院
）
に
影
印
が
あ
る
。

『
簠
簋
袖
裡
伝
』　
『
簠
簋
』
の
注
釈
書
。
竜
門
文
庫
蔵
。
室
町
末

期
写
。
一
冊
。
全
文
が
奈
良
女
子
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
わ
た
な
べ　

も
り
く
に
・
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授
）


